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W
indows-7

が

日
本
で
発
売
さ
れ

た
時
、
既
に
中
国

で
は
そ
の
海
賊
版

が
出
回
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

　

ミ
ッ
キ
ー
・
マ
ウ
ス
の
肖

像
権
を
守
る
た
め
に
は
法
律

を
変
え
て
で
も
頑
張
る
ウ
オ

ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
と
同
種

族
（
ア
ジ
ア
人
か
ら
見
て
）

の
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
も
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
社
も
心
穏
や
か
な

筈
が
な
い
。

　

国
際
社
会
の
一
員
と
な
っ

た
中
国
政
府
は
ア
メ
リ
カ
人

に
対
し
て
は
「
い
い
物
を
真

似
て
ど
こ
が
悪
い
？
」
と
開

き
直
る
こ
と
も
で
き
な
い
が
、

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

の
が
国
民
の
意
識
、
つ
ま
り

固
有
の
民
族
文
化
で
あ
る
。

　

昔
か
ら
の
多
民
族
国
家
で

あ
る
中
国
人
は
す
べ
て
に
鷹

揚
で
、
日
中
戦
争
時
の
不
発

弾
な
ん
か
が
出
て
く
る
と
反

日
感
情
が
高
ま
っ
た
り
も
す

る
が
、
日
本
人
が
勝
手
に
自

分
の
名
前
に
ま
で
漢
字
を
使

っ
て
い
て
も
文
句
を
言
っ
た

事
な
ん
か
一
度
も
な
い
。

　

現
在
訪
日
す
る
観
光
客
の

中
で
も
中
国
人
が
買
う
お
土

産
の
金
額
が
ダ
ン
ト
ツ
で
あ

る
が
、
帰
宅
後M

ade in 
China

の
表
記
に
気
付
い
て

も
別
に
が
っ
か
り
も
し
な
い

大
ら
か
な
文
化
的
気
質
は
日

本
人
と
相
当
違
う
よ
う
だ
。

個
別
指
導
の
今

個
別
指
導
の
今

社
保
研
究
部

⑤

よ
う
に
な
っ
た
。
指
摘
さ
れ

て
い
る
項
目
は
検
査
や
Ｘ
線

を
算
定
し
た
後
、
そ
の
所
見

が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の

　

昨
年
10
月
以
降
、
近
畿
厚

生
局
指
導
監
査
課
は
、
新
規

個
別
指
導
に
お
い
て
も
「
指

摘
事
項
」
を
後
日
送
付
す
る

会
計
検
査
院
に
よ
る
選
定
も

訪
問
診
療
の
請
求
な
ど
に
着
目

が
多
い
。
ま
た
、
医
学
管
理

料
や
手
術
を
算
定
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
内
容
を
必
ず
記

載
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

（
下
表
参
照
）。

　

個
別
指
導
の
選
定
理
由
と

し
て
近
年
多
く
な
っ
て
い
る

も
の
に
、
会
計
検
査
院
の
実

地
調
査
が
あ
る
。
会
計
検
査

院
と
は
、
独
立
し
た
国
の
検

査
機
関
と
し
て
予
算
が
適
切

歯科危機打開へ会員・患者署名を協会まで
診療報酬10％以上引き上げを

患者署名・会員署名
19日までに協会へ

　協会・保団連は来年度の予算編成にむ
け、①診療報酬の10％以上の引き上げ②患
者の窓口負担の軽減――などを求めて患者
署名・会員署名に取り組んでいます。
　11月19日、20日の国会行動で提出するの
で、19日までに協会にご返送ください。
・患者署名は返信用封筒に入れて郵送して
ください。

・会員署名はFAXでお寄せください。

　

低
歯
科
診
療
報
酬
の
も
と
で
危
機
的
な
状
況
が
続
く
歯
科
医
療
の
打
開
を
図
ろ
う
と
、

全
国
か
ら
歯
科
医
療
従
事
者
ら
４
１
８
人
が
10
月
25
日
、
東
京
都
内
で
開
か
れ
た
「
入
れ

歯
が
危
な
い　

保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
10
・
25
決
起
集
会
」
に
集
っ
た
。
保
団
連
、
全

日
本
民
医
連
、
日
生
協
医
療
部
会
、「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
」
全
国
連
絡
会
の
４
団

体
が
呼
び
か
け
、
大
阪
か
ら
37
人
が
参
加
し
た
。

　

宇
佐
美
宏
・
保
団
連
歯
科

代
表
が
、
歯
科
医
療
崩
壊
の

実
態
に
つ
い
て
基
調
報
告
。

経
済
不
況
に
よ
る
受
診
抑
制

や
政
府
の
低
歯
科
診
療
報
酬

に
よ
り
歯
科
医
療
崩
壊
が
進

ん
で
い
る
こ
と
に
加
え
、
歯

科
大
学
や
歯
科
技
工
士
学
校

で
定
員
割
れ
が
進
む
な
ど
、

将
来
の
歯
科
保
険
医
療
ま
で

窮
地
に
た
た
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
、「
次
期
改
定

で
の
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ

は
必
須
だ
」
と
強
調
し
た
。

　

民
主
党
の
初
鹿
明
博
衆
院

議
員
が
「
低
診
療
報
酬
や
海

外
技
工
物
の
問
題
な
ど
の
矛

盾
は
、
解
消
し
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。
意
見
を
い
た

だ
き
国
会
で
発
言
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
小
池
晃
参

院
議
員
は
「
歯
科
診
療
報
酬

10
％
引
き
上
げ
に
か
か
る
７

０
０
億
円
は
、
米
軍
思
い
や

り
予
算
２
８
０
０
億
円
、
高

速
道
路
無
料
化
６
０
０
０
億

円
と
比
べ
れ
ば
わ
ず
か
」

と
、
財
源
的
に
も
実
現
で
き

る
こ
と
を
示
し
た
。

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
全

日
本
民
医
連
か
ら
「
厳
し
い

労
働
環
境
に
よ
り
受
診
で
き

ず
、
30
代
で
口
腔
崩
壊
に
至

っ
た
事
例
」
な
ど
を
集
め
た

事
例
集
「
歯
科
酷
書
」
が
紹

介
さ
れ
た
ほ
か
、
署
名
の
取

り
組
み
の
結
果
患
者
が
増
え

た
（
愛
知
）、
自
治
体
の
意

見
書
採
択
が
県
下
で
６
割
を

超
え
た
（
宮
城
）
な
ど
の
取

り
組
み
が
報
告
さ
れ
た
。

　

①
患
者
負
担
の
軽
減
②
保

険
で
良
い
歯
科
治
療
を
③
普

及
し
て
い
る
治
療
の
保
険
導

テレビ局も取材に訪れた聞き取り
調査の様子＝10月24日、門真市内

入―
―

な
ど
を
求
め
る
集
会

決
議
が
採
択
さ
れ
、
参
加
者

に
署
名
な
ど
運
動
の
大
切
さ

を
改
め
て
思
い
起
こ
さ
せ
た
。

　

集
会
に
は
、
日
本
歯
科
医

師
会
を
含
む
63
団
体
と
、
大

阪
選
出
の
長
尾
敬
議
員
（
民

主
、
衆
）
と
山
下
芳
生
議
員

（
共
産
、
参
）
を
含
む
68
人

の
国
会
議
員
が
賛
同
を
寄
せ

た
。

　

集
会
前
に
銀
座
で
行
わ
れ

た
街
頭
宣
伝
で
は
、
小
澤
力

副
理
事
長
ら
が
「
保
険
で
良

い
歯
科
医
療
」
の
実
現
を
呼

び
か
け
、
署
名
２
１
７
筆
が

集
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲
間
が
い
る
こ
と
実
感

　

今
回
決
起
大
会
に
参
加
し

て
思
っ
た
の
は
、
保
険
医
療

崩
壊
を
な
ん
と
か
食
い
止
め

よ
う
と
思
う
医
療
人
の
仲
間

が
、
全
国
に
沢
山
い
る
の
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
を
力
強
く
感
じ
、
自
分

も
ま
た
、
歯
科
医
療
崩
壊
を

な
ん
と
か
食
い
止
め
、
こ
れ

か
ら
歯
科
医
療
に
従
事
す
る

人
々
の
た
め
に
少
し
で
も
、

保
険
医
療
制
度
の
向
上
と
堅

持
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と

心
を
新
た
に
し
た
。

 

（
淀
川
区
・
松
本
博
）

て
い
な
い
」。

　

真
新
し
い
一
軒
家
に
住
む

３
人
の
子
ど
も
を
抱
え
る
30

代
の
夫
婦
は
、
月
４
万
３
０

０
０
円
の
国
保
料
に
頭
を
悩

ま
す
。
夫
の
収
入
は
、
景
気

悪
化
で
激
減
。
妻
の
パ
ー
ト

代
と
合
わ
せ
て
も
世
帯
年
収

は
３
５
０
万
円
程
度
に
ま
で

ダ
ウ
ン
し
た
。「
こ
れ
以
上

の
保
険
料
は
と
て
も
払
え
な

い
。
大
変
で
す
」
と
た
め
息

を
つ
い
た
。

　

門
真
市
の
国
保
加
入
世
帯

の
７
割
は
所
得
１
０
０
万
円

以
下
。
国
保
料
は
モ
デ
ル
世

帯
（
所
得
２
０
０
万
円
、
４

人
家
族
）
で
年
間
41
万
８
６

１
０
円
と
全
国
で
19
番
目
に

高
額
で
、
滞
納
率
は
69
・
９

％
で
全
国
最
悪
レ
ベ
ル
だ
。

「
保
険
料
が
高
す
ぎ
て
払
い

た
く
て
も
払
え
な
い
」――

。

調
査
か
ら
、
国
保
の
空
洞
化

の
実
態
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

今
年
４
月
、
国
保
法
が
改

正
さ
れ
、「
無
保
険
」と
な
っ
た

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
一

律
で
救
済
す
る
措
置
が
と
ら

れ
て
い
る
。し
か
し
、異
常
な

ま
で
に
高
額
な
保
険
料
や
、

自
治
体
の
財
政
力
に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
な
ど
、
国
保
制

度
の
矛
盾
は
放
置
さ
れ
た
ま

ま
だ
。
調
査
の
実
行
委
員
長

を
務
め
た
三
重
短
大
の
長
友

薫
輝（
ま
さ
て
る
）・
准
教
授

は
、
結
果
の
分
析
を
通
じ
て

「
国
保
が
貧
困
層
の
支
え
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら

か
に
し
、
政
策
転
換
を
迫
っ

て
い
き
た
い
」と
強
調
し
た
。

　

１
０
０
棟
を

超
す
集
合
住
宅

が
密
集
す
る
門

真
団
地
。
高
度

成
長
期
に
膨
張

し
た
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
は
、
築
40

年
以
上
が
経
過

し
、
老
朽
化
が

進
む
。
府
営
団

地
の
薄
暗
い
玄

関
か
ら
顔
を
の

門真国保調査
「
お
金
な
く
10
年
通
院
で
き
ず
」

貧
困
の
実
態
が
次
々
と

418人が駆けつけた10・25決起集会＝10月25日、東京都内

に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
を
調

査
し
て
い
る
機
関
で
あ
る
。

　

会
計
検
査
院
が
歯
科
で
着

目
し
て
い
る
の
は
、
①
基
本

診
療
料
に
対
す
る
障
害
者
加

算
②
訪
問
診
療（
居
宅
）の
請

求
に
関
す
る
介
護
報
酬
と
診

療
報
酬
の
区
別
③
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
に
対
し

て
訪
問
歯
科
衛
生
指
導
料
を

長
期
に
わ
た
り
毎
月
算
定
し

て
い
る
ケ
ー
ス―

―

で
あ

る
。画
一
的
に
障
害
者
加
算
を

算
定
し
て
い
な
い
か
、
居
宅

療
養
管
理
指
導
費
で
請
求
す

る
と
こ
ろ
を
訪
衛
指
で
算
定

し
て
い
な
い
か
、
長
期
に
わ

た
り
訪
衛
指
を
毎
月
算
定
し

続
け
て
い
る
ケ
ー
ス
を
主
に

調
査
し
て
い
る
。（
つ
づ
く
）

表　指摘事項で多い項目

・ 診療録第１面において転帰の記載
が不十分なので改めること。また
患者の言葉で主訴を記載するこ
と。傷病名に略称病名を用いる場
合は通知に定められたものに従っ
て適切に記載すること

・ 歯科技工指示書には使用材料や発
行した歯科医師の住所を記載する
ように留意すること

・ 画像診断の所見記載の不備な例が
みられたので、的確に記載するこ
と

・ 補綴時診断料算定時に欠損部状態
や補綴物の設計に関する診療録記
載が十分でないので改めること

・ 補綴物維持管理料算定時の患者へ
の提供文書では補綴物維持管理の
趣旨を明記すること

・ スタディモデルの検査結果の診療
記録が乏しいので改めること

・ 口腔内消炎手術の手術内容に関す
る診療記録が乏しいので改めるこ
と

・ 歯科疾患管理料の算定において診
療録に指導内容の記載がないので
改めること

・ 歯周基本検査を行った際はポケッ
ト測定や動揺度の結果の診療録記
載を遅滞なく行うこと

　

高
す
ぎ
る
国
保
料
や
貧
困
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
「
国
保
実
態
調
査
」
が
10
月
24

日
〜
25
日
、
門
真
市
で
実
施
さ
れ
た
。
協
会
が
常
任
幹
事
を
務
め
る
大
阪
社
会
保
障
推
進

協
議
会
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
も
の
で
、
の
べ
５
０
０
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
調
査
員
が
加
入
世
帯
を
戸
別
訪
問
し
、
７
７
５
世
帯
か
ら
保
険
料
が
生
活
に
与

え
る
影
響
や
健
康
状
態
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
取
っ
た
。

10
・
25
決
起
集
会

ぞ
か
せ
た
失
業
中
の
男
性

（
43
歳
）
は
、
調
査
員
が
健

康
状
態
を
尋
ね
る
と
「
椎
間

板
ヘ
ル
ニ
ア
で
腰
が
痛
い
。

最
近
は
胸
も
痛
む
」
と
不
安

の
内
を
明
か
し
た
。
高
齢
の

母
親
と
無
職
の
姉
の
３
人
家

族
。
一
昨
年
に
亡
く
な
っ
た

父
親
の
遺
族
年
金
で
食
い
つ

な
ぐ
。
国
保
料
を
納
め
て
は

い
る
も
の
の
、「
お
金
が
な

く
て
10
年
以
上
病
院
に
行
っ


